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＊
既
成
作
家
と
し
て
、 

志
賀
直
哉
「
灰
色
の
月
」 

谷
崎
潤
一
郞
「
細
雪
」 

永
井
荷
風
「
踊
子
」 

川
端
康
成
「
山
の
音
」
な
ど 

 

＊
新
世
代<

無
頼
派> 

坂
口
安
吾
「
堕
落
論
」「
白
痴
」 

太
宰
治
「
斜
陽
」「
人
間
失
格
」 

織
田
作
之
助
「
夫
婦
善
哉
」 

伊
藤
整
「
小
説
の
方
法
」 

 ＊
新
世
代<

戦
後
派> 

野
間
宏
「
暗
い
絵
」
「
真
空
地
帯
」 

埴
谷
雄
高
「
死
霊
」 

椎
名
麟
三
「
深
夜
の
酒
宴
」 

大
岡
昇
平
「
俘
虜
記
」「
野
火
」 

三
島
由
紀
夫
「
仮
面
の
告
白
」 

「
金
閣
寺
」 

安
部
公
房
「
壁
」「
砂
の
女
」 

堀
田
善
衛
「
広
場
の
孤
独
」
な
ど 

 

  

百
花
繚
乱
、
戦
後
文
学
を
読
む 

 

第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
っ
て
、
日
本
国
土
は
焼
け
野
原
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
負
け
る
は
ず
は
な
い
と
思
っ
て
い
た
神
国
日
本
は
負
け
、
日
本
国
民
の
頭

の
中
は
空
っ
ぽ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
廃
墟
と
化
し
た
日
本
、
抜
け
殻
に
な
っ

た
日
本
国
民
、
そ
の
一
助
と
な
っ
た
の
は
文
学
で
あ
っ
た
。
戦
時
下
、
弾
圧
・

抑
圧
・
制
御
さ
れ
て
い
た
創
作
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
終
戦
を
迎
え
る
こ
と
で
融
解

し
、
或
い
は
爆
発
し
、
文
学
作
品
と
し
て
表
出
し
た
。
そ
の
作
家
た
ち
の
解
放

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ど
の
よ
う
な
作
品
と
な
っ
て
結
実
し
た
の
か
。 

戦
後
に
発
表
さ
れ
た
作
品
を
読
ん
で
み
よ
う
。 

 

 第 14號 
発行人:amagata 

▽
坂
口
安
吾
「
堕
落
論
」 

 

敗
戦
直
後
、
未
曾
有
の
国
土
荒
廃

と
価
値
観
の
崩
壊
に
直
面
し
て
い
た

日
本
人
た
ち
に
強
烈
な
衝
撃
を
与
え

た
エ
ッ
セ
イ
。 

 「
日
本
は
負
け
、
そ
し
て
武
士
道
は
亡
び

た
が
、
堕
落
と
い
う
真
実
の
母
胎
に
よ
っ

て
始
め
て
人
間
が
誕
生
し
た
の
だ
。
生

き
よ
堕
ち
よ
、
そ
の
正
当
な
手
順
の
ほ

か
に
、
真
に
人
間
を
救
い
得
る
便
利
な

近
道
が
あ
り
う
る
だ
ろ
う
か
。
」 

（
中
略
） 

「
人
間
は
変
わ
り
は
し
な
い
。
た
だ
人
間

へ
戻
っ
て
き
た
の
だ
。
人
間
は
堕
落
す

る
。
義
士
も
聖
女
も
堕
落
す
る
。
そ
れ
を

防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
防
ぐ
こ
と

に
よ
っ
て
人
を
救
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

人
間
は
生
き
、
人
間
は
堕
ち
る
。
そ
の
こ

と
以
外
の
人
間
を
救
う
便
利
な
近
道
は

な
い
。
」 

 

▽
太
宰
治
「
人
間
失
格
」 

 

文
学
史
上
最
も
モ
テ
た
作
家
太

宰
治
。
４
度
の
自
殺
未
遂
の
後
、
玉

川
上
水
に
て
心
中
。
そ
の
直
前
に

書
か
れ
た
作
品
。
主
人
公
は
大
庭

葉
藏
。
こ
れ
は
初
期
作
品
「
道
化
の

華
」
の
主
人
公
と
同
名
。 

 

「
恥
の
多
い
生
涯
を
送
っ
て
来
ま

し
た
。」
で
始
ま
る
手
記
は
、「
い
ま

は
自
分
に
は
、
幸
福
も
不
幸
も
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
一
さ
い
は
過
ぎ

て
行
き
ま
す
。」
で
終
わ
る
。 

 

「
こ
の
作
品
は
、
あ
る
性
格
を
持

っ
て
生
れ
た
人
々
の
、
弱
き
美
し

き
か
な
し
き
純
粋
な
魂
を
持
っ
た

人
々
の
永
遠
の
代
弁
者
で
あ
り
、

救
い
で
あ
る
の
だ
。
太
宰
治
は
『
人

間
失
格
』
一
編
を
書
く
た
め
生
れ

て
来
た
文
学
者
で
あ
り
、
こ
の
一

編
の
小
説
に
よ
り
、
永
遠
に
人
々

の
心
の
中
に
生
き
残
る
で
あ
ろ

う
。」（
奥
野
健
男
） 

 

 

 

▽
椎
名
麟
三
「
深
夜
の
酒
宴
」 

 

い
ま
も
鬱
に
な
っ
た
と
き
、
読

み
た
く
な
る
、
ぼ
く
に
と
っ
て
は

必
要
不
可
欠
な
小
説
。
こ
ん
な
小

説
が
一
冊
あ
る
と
実
に
助
か
り
ま

す
。
短
編
で
、
す
ぐ
読
め
ま
す
。 

詳
細
は
「
読
書
通
信 

第
２
號
」
で
。 

 

▽
三
島
由
紀
夫
「
金
閣
寺
」 

  

幼
い
頃
よ
り
、「
金
閣
寺
の
美
」

に
あ
こ
が
れ
を
持
ち
続
け
て
い
た

学
僧
。「
美
＝
金
閣
」
と
の
一
体
化

を
図
り
、
金
閣
寺
に
放
火
し
た
が
、

「
美
＝
金
閣
」
か
ら
疎
外
さ
れ
る

物
語
。
実
際
に
あ
っ
た
「
金
閣
寺
放

火
事
件
」
を
題
材
に
し
て
書
か
れ

た
作
品
。
他
に
も
こ
の
事
件
を
題

材
に
し
た
水
上
勉
「
五
番
町
夕
霧

楼
」「
金
閣
炎
上
」
が
あ
る
。 

 《
冒
頭
と
結
び
》 

  

幼
時
か
ら
父
は
、私
に
よ
く
、金
閣

の
こ
と
を
語
っ
た
。 

 

私
の
生
れ
た
の
は
、舞
鶴
か
ら
東
北

の
、
日
本
海
へ
突
き
出
た
う
ら
さ
び

し
い
岬
で
あ
る
。 

 

（
中
略
） 

 

 

別
の
ポ
ケ
ッ
ト
の
煙
草
が
手
に
触

れ
た
。
私
は
煙
草
を
喫
ん
だ
。
一
ト

仕
事
を
終
え
て
一
服
し
て
い
る
人

が
よ
く
そ
う
思
う
よ
う
に
、
生
き
よ

う
と
私
は
思
っ
た
。 

 

 

 

▽
安
部
公
房
「
砂
の
女
」 

 

砂
丘
に
昆
虫
採
集
に
出
か
け
た

男
が
、
砂
穴
の
底
に
埋
も
れ
て
い

く
一
軒
家
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る
。

考
え
つ
く
限
り
の
方
法
で
脱
出
を 

試
み
る
男
。
家
を
守
る
た
め
に
、
男

を
穴
の
中
に
ひ
き
と
め
て
お
こ
う

と
す
る
女
。
そ
し
て
、
穴
の
上
か
ら

男
の
逃
亡
を
妨
害
し
、
二
人
の
生

活
を
眺
め
る
部
落
の
人
々
。
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
ル
な
手
法
、
サ
ス
ペ
ン

ス
あ
ふ
れ
る
展
開
の
な
か
に
人
間

存
在
の
象
徴
的
姿
を
追
求
し
た
書

下
ろ
し
長
編
。
２
０
数
カ
国
語
に

翻
訳
さ
れ
た
名
作
。（
新
潮
文
庫
裏

表
紙
よ
り
） 

 

 

  

✐
✐
✎
後
記
✎
✎
✎ 

 

大
学
時
代
、
金
閣
寺
は
下
宿
か

ら
歩
い
て
行
け
る
距
離
だ
っ
た
の

で
、
朝
目
を
覚
ま
し
、
雪
が
積
も
っ

て
い
る
と
、「
雪
の
金
閣
寺
」
を
見

に
行
き
ま
し
た
。
雪
に
覆
わ
れ
、
凜

と
し
た
そ
の
佇
ま
い
は
異
次
元
の

美
し
さ
で
し
た
。
１
９
８
７
年
、

「
昭
和
大
修
復
」
で
金
閣
寺
は
輝

き
を
増
し
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
金
閣
寺
に
は

ま
だ
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
い
ま
も

金
閣
寺
は
京
都
観
光
の
目
玉
で
あ

り
、
美
の
象

徴
と
し
て

京
都
北
山

に
君
臨
し

て
い
ま
す
。 
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